
  

 

 

 

 

国際ロータリー第 2600地区 2025－26年度 

地区大会が、11月 15日(土)・16日(日)の 2日

間に渡り、小林磨史ガバナー指揮の下、松本西

南 RC がホストクラブとなり、松本市「キッセ

イ文化ホール」にて開催されました。 

大会テーマは「地域の防災・減災」と題して、

日頃からの備えの大切さについて学びました。 

役員は前日から、役員以外は 16 日早朝に伊

那中央 RC の皆さんと共に、バスに乗車して松

本へ向かいました。伊那 RCからは 11名が参加

しました。 

[ガバナー挨拶] 小林磨史ガバナー 

 フランチェスコ・

アレッツォ RI 会長

は「地区大会は、共

に達成したことを

振り返り、革新的な

アイデアを分かち

合い、未来に向けてさらに強いロータリーを

築いていく準備をする機会」とメッセージを

寄せ、よいことのために手を取り合うことで、

行動計画に命を吹き込み、ポリオを永遠に根

絶し、そのレガシーを土台に新たな課題に向

かうことを奨励しています。 

 私は本年度の地区テーマを「つなごう未来

へ 信濃の国の物語」とし、52クラブを訪問

させていただきました。各クラブでは、会長

が描く地域の物語をみんなで支え、クラブの

大小はありますが、各々ロータリーを謳歌し、 

 

 

 

 

 

会員増強へのチャレンジも見受けられまし

た。また、クラブ資金 R財団・地区青少年等

の補助金を活用し、有意義な奉仕活動を展開 

されていることを知り、感動の連続でありま

した。地区としては、各クラブの活動情報を

共有化し、様々にお手伝いできたら幸いです。 

さて、本日の地区大会は、自ら能登半島地

震を体験された神野正博 RI 会長代理をお迎

えし、テーマを「防災・減災」に絞り開催さ

せていただきます。 

近年、人類の環境破壊による地球温暖化が

影響し、国内外で想定外の災害が発生してい

ます。加えて南海トラフ地震の危機や、糸魚

川静岡線断層の上に立地する信州の多くの

地域では、来るべき日に備えてその準備をし

なくてはなりません。 

「災害は、忘れる前にやって来る」本日は、

私たちロータリアンに何ができるか、気づき

の一日になれば幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＷＥＥＫＬＹ 2025－2026 

事務所 伊那市西町5016-2 ℡(72)0077 例会日 毎週木曜日 会場くぬぎの杜 ℡(78)1121 

会長 小河節郎 幹事 鈴木正比古 会報委員長 八木択真 第３０８１回 例会2025.11.16 No.1681 

 

伊那ロータリークラブ 

 

地 区 大 会 
          2025-2026年度 於：松本市 キッセイ文化ホール 
          

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


